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【 投薬 】 

 

６２９ ブロムヘキシン塩酸塩【吸入液】（ＣＯＰＤ）の算定について 

 

《令和７年７月３１日》 

 

○ 取扱い 

 

慢性閉塞性肺疾患（慢性気管支炎・肺気腫）に対するブロムヘキシン塩酸塩

【吸入液】（ブロムヘキシン塩酸塩吸入液 0.2％）の算定は、原則として認め

られる。 

 

 

○ 取扱いを作成した根拠等 

 

ブロムヘキシン塩酸塩【吸入液】の添付文書の効能・効果は急性気管支炎、

慢性気管支炎、肺結核、塵肺症、手術後の去痰であり、作用機序には「気管支

粘膜及び粘膜下気管腺の分泌を活性化し、漿液分泌を増加させる。また、気管

分泌細胞リソソーム顆粒から遊離されたリソソーム酵素の関与で酸性糖蛋白

の繊維網を溶解低分子化する。肺表面活性物質の分泌促進作用や線毛運動亢

進作用を有する。」と示されている。 

慢性閉塞性肺疾患（ＣＯＰＤ：ｃｈｒｏｎｉｃ ｏｂｓｔｒｕｃｔｉｖｅ 

ｐｕｌｍｏｎａｒｙ ｄｉｓｅａｓｅ）は、従来、慢性気管支炎や肺気腫と呼

ばれてきた病態の総称であり、慢性気管支炎では気管支が、また肺気腫ではよ

り末梢の終末細気管支から肺胞にかけた部位が主病変となっており、いずれ

も、煙草の煙を主とする有害物質を長期に吸入、曝露することで生じた肺の炎

症性疾患で、当該医薬品の投与により呼吸困難等の症状を軽減することが期

待できる。 

以上のことから、慢性閉塞性肺疾患（慢性気管支炎・肺気腫）に対する当該

医薬品の算定は、原則として認められると判断した。 

 

 

 

 

 

支払基金・国保統一事例 


